
知
る

■
時
代
祭
と
平
安
神
宮

時
代
祭
は
、
葵
祭
・
祇
園
祭
と
並
ぶ
京
都
三
大
祭
の
一
つ
で
、
平
安
神
宮
の

祭
礼
と
し
て
、
毎
年
十
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
神
宮
は
、
明

治
二
十
八(

一
八
九
五)

年
の
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
に
際
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
「
紀
念
」
は
「
記
念
」
と
同
じ
意
味
で
、
明
治
の
頃
は
主
に
「
紀
念
」
の
文

字
を
用
い
て
い
ま
し
た
。

当
初
、
平
安
京
の
基
礎
を
築
い
た
桓
武
天
皇(

七
三
七
～
八
〇
六)

の
偉
業
を
讃
え

か
ん
む
　
て
ん
の
う

よ
う
と
、
平
安
宮
大
極
殿
の
跡
地(

千
本
丸
太
町
周
辺)
に
大
極
殿
を
縮
小
し
た

神
殿
を
設
け
る
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
断
念
。
そ
の
後
、
平
安
遷
都
千
百

年
紀
念
祭
の
一
環
と
し
て
明
治
二
十
八
年
に
実
施
さ
れ
る
第
四
回
内
国
勧
業
博

覧
会
で
、
博
覧
会
の
紀
念
殿
と
し
て
現
在
地(

左
京
区
岡
崎
西
天
王
町)
に
大
極

殿
を
復
元
す
る
計
画
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
紀
念
祭
協
賛
会
か
ら
の
申
し
立
て
で
、
神
社
と
し
て
神
殿
が
建
造

さ
れ
、
神
号
を
平
安
神
宮(

当
初
は
平
安
神
社)

・
社
格
を
官
幣
大
社
と
決
定
、

東
京
の
皇
居
か
ら
桓
武
天
皇
の
神
霊
が
遷
さ
れ
祀
ら
れ
ま
し
た
。

う
つ

そ
の
後
、
幕
末
に
朝
廷
の
威
信
回
復
に
尽
力
し
、
京
都
を
首
都
と
し
て
再
認

識
さ
せ
た
孝
明
天
皇(

一
八
三
一
～
六
六)

も
、
昭
和
十
五(

一
九
四
〇)

年
に
合
祀
さ
れ
、

こ
う
め
い
て
ん
の
う

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
ど
ん
な
祭
り
？

現
在
の
時
代
祭
は
、
京
都
御
所
か
ら
平
安
神
宮
を
目
指
す
祭
列
で
、
明
治
維

新
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
二
十
列
あ
り
、
そ
の
列
ご
と
に
各
時
代
の
京
都
と
関

係
の
深
い
人
物
が
当
時
の
風
俗
に
身
を
包
む
形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
は
、
明
治
二
十
八(

一
八
九
五)

年
に
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
の
奉
祝

行
事
と
し
て
、
十
月
二
十
五
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
は
時
代
行
列
と
呼
ば
れ
、
延
暦
時
代
の
文
官
参
朝
列
・
延
暦
時
代
の

武
官
出
陣
列
・
藤
原
時
代
の
文
官
参
朝
列
・
城
南
流
鏑
馬
列
・
織
田
信
長
上
洛

や

ぶ

さ

め

れ
つ

列
・
徳
川
城
使
上
洛
行
列
の
年
代
順
で

六
列
が
設
け
ら
れ
、
現
在
と
同
様
、
平

安
神
宮
を
維
持
す
る
た
め
に
各
学
区
ご

と
に
編
成
さ
れ
た
崇
敬
団
体
、
平
安
講

へ
い
あ
ん
こ
う

社
の
人
々
が
行
列
に
参
加
し
ま
し
た
。

し
やま

た
、
丹
波
国
北
桑
田
郡
・
南
桑
田
郡
・

船
井
郡
か
ら
山
国
隊(

鼓
笛
隊)

と
弓
箭

や
ま
ぐ
に
た
い

き
ゆ
う
せ
ん

組
も
参
加
し
ま
し
た
。
な
お
、
衣
装
の

ぐ
み考

証
に
は
出
雲
路
興
通
・
碓
井
小
三
郎
・

い

づ

も

じ
お
き
み
ち

う
す
い
　
こ
　
さ
ぶ
ろ
う

水
茎
磐
樟
な
ど
が
あ
た
り
ま
し
た
。

み
ず
く
き
い
わ
く
す

こ
の
祭
礼
は
、
翌
明
治
二
十
九
年
か

ら
平
安
神
宮
の
祭
礼
と
な
り
、
新
た
に
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桓
武
天
皇
の
神
霊
を
奉
じ
る
神
輿
の
神
幸
列
が
加
わ
り
、
天
皇
が
平
安
京
に
車

駕
を
遷
し
た
十
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
祭
列

は
、
山
国
隊
・
弓
箭
組
を
先
頭
に
、
徳
川
城
使
上
洛
列
か
ら
時
代
を
遡
り
、

後
に
調
理
組
と
神
幸
列
が
つ
く
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
順
列
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
、
第
二
回
行
列
か
ら
、
神
輿
の
行
列
に
各
時
代
の
衣
装
で
供
奉
す
る
形
態

が
成
立
し
た
の
で
す
。

大
正
十(

一
九
二
一)

年
、
経
済
的
理
由
か
ら
山
国
隊
が
参
加
を
中
止
し
た
た
め
、

平
安
講
社
の
人
々
が
、
維
新
勤
王
隊
と
名
を
改
め
そ
れ
を
継
承
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
七(

一
九
三
二)

年
に
は
楠
公
上
洛
列
や
豊
公
参
朝
列
が
加
わ
り
ま
し
た
。

な
ん
こ
う
じ
よ
う
ら
く
れ
つ

ほ
う
こ
う
さ
ん
ち
よ
う
れ
つ

そ
し
て
、
昭
和
十
五(

一
九
四
〇)

年
に
孝
明
天
皇
が
合
祀
さ
れ
た
後
、
神
輿
が
二

基
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
十
九
年
以
降
、
祭
列
は
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
の
同
二
十
五
年
に
復
活
し
、
同
時
に
各
時
代
の
女
人
列

も
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
一
年
の
孝
明
天
皇
百
年
祭
以
降
、
幕
末
志

士
列
が
加
わ
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
祭
列
が
十
八
列
、
参
加
者
は
二
千
人
余
り
、
衣
装
・
祭
具
は
一

万
二
千
点
を
超
え
て
い
ま
す(

以
上
は
平
成
十
五
年
段
階)

。
さ
ら
に
、
平
成
十

九
年
に
は
室
町
時
代
執
政
列
と
室
町
洛
中
風
俗
列
が
新
た
に
参
加
し
、
時
代
祭

は
ま
す
ま
す
発
展
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

■
平
安
講
社

平
安
講
社
は
、
平
安
神
宮
と
神
苑
、
さ
ら
に
は
時
代
祭
の
維
持
や
崇
敬
者
の

組
織
化
を
目
指
し
て
、
明
治
二
十
八(

一
八
九
五)

年
に
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭

協
賛
会
幹
事
会
が
設
立
を
提
案
、
発
足
し
ま
し
た
。

講
社
の
組
織
は
、
当
時
の
京
都
の
行
政
区
分
に
従
い
京
都
市
上
京
区
・
京
都

市
下
京
区
・
愛
宕
郡
・
葛
野
郡
の
四
地
区
を
、
六
「
社
」
に
区
分
し
ま
し
た
。

お

た

ぎ
ぐ
ん

か
ど
の
　
ぐ
ん

な
お
、
各
社
は
、
学
区
ご
と
の
「
組
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
市
域
の
拡
大
に
伴
う
学
区
の
独
立
や
増
加
な
ど
で
、
平
安
講
社
は

拡
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
新
し
い
時
代
に
適
し
た
組
織
へ
の
改
変
が

求
め
ら
れ
、
一
度
解
散
し
、
そ
の
後
再
出
発
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
も
、
平
安
講
社
は
時
代
祭
の
運
営
、
さ
ら
に
祭
具
や
衣
装
の
修

理
・
保
管
な
ど
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

歩
く
／
見
る

■
時
代
祭
の
行
列
―
概
要
と
担
当
区
域

午
前
八
時
に
桓
武
天
皇
・
孝
明
天
皇
の
神
霊
を
の
せ
た
神
幸
列
が
平
安
神
宮

の
楼
門(

応
天
門)

を
出
発
、
京
都
御
所
の
建
礼
門
前
の
行
在
所
へ
と
巡
幸
し
、

あ
ん
ざ
い
し
よ

そ
こ
で
、
行
在
所
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
神
幸
列
は
、
正
午
に
建
礼
門
前
を
出
発
し
て
平
安
神
宮
へ
還
幸
し

ま
す
。
そ
の
際
に
各
時
代
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ

た
人
々
が
供
奉
す
る
行
列
が
、
現
在
私
達
が
目

に
す
る
時
代
祭
で
す
。

そ
の
行
列
は
、
現
在
で
は
神
幸
列
を
含
め
二

十
列
か
ら
な
り
、
各
列
の
終
わ
り
に
は
、
時
代

の
装
束
と
関
係
な
く
、
各
講
社
の
人
々
が
沢
山

行
列
し
て
い
ま
す
。

(

1)

維
新
勤
王
隊
列
：
丹
波
国
北
桑
田
郡
山

い
　
し
ん
き
ん
の
う
た
い
れ
つ

国
村(

京
北
町)

の
人
々
が
務
め
た
山
国
隊
が
原
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形
。
現
在
は
第
八
社
区
域(

中
京
区
朱
雀

学
区)

が
務
め
ま
す
。

(

2)

幕
末
志
士
列
：
坂
本
龍
馬
・
桂

ば
く
ま
つ
し
　
し
　
れ
つ

さ
か
も
と
り
よ
う
ま

か
つ
ら

小
五
郎
な
ど
二
十
四
人
の
志
士
で
構
成
。

こ
　
ご
　
ろ
う

京
都
青
年
会
議
所
の
有
志
が
務
め
、
昭

和
四
十
一
年
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

(

3)

徳
川
城
使
上
洛
列
：
即
位
の
礼

と
く
が
わ
じ
よ
う
し
じ
よ
う
ら
く
れ
つ

や
年
始
の
表
啓
な
ど
京
都
に
お
け
る
重

要
な
儀
式
に
、
江
戸
幕
府
が
将
軍
の
名

代
と
し
て
遣
わ
し
た
大
名
列
。
元
々
は

徳
川
上
使
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
第

六
社
区
域(
下
京
区
・
南
区)

が
務
め
ま

す
。

(

4)

江
戸
時
代
婦
人
列
：
和
宮
・
吉
野
太
夫
・
出
雲
阿
国
な
ど
の
列
。
祇

え
　
ど
　
じ
　
だ
い
ふ
　
じ
ん
れ
つ

か
ず
の
み
や

よ
し
の
　
だ
ゆ
う

い
ず
も
の
お
く
に

園
東
・
宮
川
町
の
お
茶
屋
組
合
が
一
年
交
替
で
務
め
ま
す
。

(

5)

豊
公
参
朝
列
：
慶
長
二(

一
五
九
七)

年
九
月
の
豊
臣
秀
頼
元
服
の
際
に
、

ほ
う
こ
う
さ
ん
ち
よ
う
れ
つ

と
よ
と
み
ひ
で
よ
り

伏
見
城
か
ら
御
所
へ
参
内
す
る
豊
臣
秀
吉
の
一
行
を
表
し
た
列
。
秀
吉
は
、

と
よ
と
み
ひ
で
よ
し

牛
車
に
乗
っ
て
い
る
と
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
行
列
に
は
姿
は
見
え
ま
せ

ん
。
第
十
社
区
域(

伏
見
区)

が
務
め
ま
す
。

(

6)

織
田
公
上
洛
列
：
正
親
町
天
皇
の
命
を
受
け
て
、
尾
張
の
織
田
信
長

お
　
だ
こ
う
じ
よ
う
ら
く
れ
つ

お
お
ぎ
　
ま
ち

お
　
だ
　
の
ぶ
な
が

の
も
と
を
上
洛
要
請
に
訪
れ
た
立
入
宗
継
と
、
永
禄
十
一(

一
五
六
八)

年
十
月

た
て
り
　
む
ね
つ
ぐ

に
上
洛
を
果
た
し
た
信
長
と
家
臣
達
の
列
。
第
五
社
区
域(

東
山
区
・
山
科
区

と
中
京
区
・
下
京
区
の
一
部)

が
務
め
ま
す
。

(

7)

室
町
幕
府
執
政
列
‥
室
町
幕
府
将
軍
足
利
氏
を
中
心
に
、
三
管
領
・

む
ろ
ま
ち
ば
く
ふ
　
し
つ
せ
い

あ
し
か
が

さ
ん
か
ん
れ
い

四
職
を
は
じ
め
と
す
る
官
僚
が
し
た
が

し
　
し
き

う
列
で
す
。
平
成
十
九
年
か
ら
新
た
に

参
加
し
た
列
で
、
第
九
社
区
域(

右
京
区
・

西
京
区)

が
努
め
ま
す
。

(

8)

室
町
洛
中
風
俗
列
‥
室
町
時
代

む
ろ
ま
ち
ら
く
ち
ゆ
う
ふ
う
ぞ
く
れ
つ

の
町
衆
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
風
流
踊
り

ふ
り
ゆ
う

を
再
現
し
た
列
。
平
成
十
九
年
か
ら
新

た
に
参
加
し
た
列
で
、
深
草
室
町
風
俗

保
存
会
が
努
め
ま
す
。

(

9)

楠
公
上
洛
列
：
正
慶
二(

一
三
三
三)

な
ん
こ
う
じ
よ
う
ら
く
れ
つ

年
六
月
に
隠
岐
・
伯
耆
か
ら
還
幸
す
る

お
　
き
　

ほ
う
き
　

後
醍
醐
天
皇
を
兵
庫
に
出
迎
え
、
上
洛

の
先
駆
を
務
め
た
楠
木
正
成
と
弟
正
季
を
中
心
と
す
る
列
。
第
九
社
区
域(

右

く
す
の
き
ま
さ
し
げ

ま
さ
す
え

京
区
・
西
京
区)

が
務
め
ま
す
。

(

10)

中
世
婦
人
列
：
淀
君
・
静
御
前
や
大
原
女
・
桂
女
な
ど
の
列
。
上
七

ち
ゆ
う
せ
い
ふ
じ
ん
れ
つ

よ
ど
ぎ
み

し
ず
か
ご
ぜ
ん

お
　
は
ら
め
　

か
つ
ら
め

軒
歌
舞
会
が
務
め
ま
す
。
そ
の
内
、
大
原
女
・
桂
女
は
、
大
原
農
協
婦
人
会
・

桂
及
び
桂
東
婦
人
会
有
志
が
扮
し
て
い
ま
す
。

(

11)

城
南
流
鏑
馬
列
：
承
久
三(

一
二
二
一)

年
五
月
の
承
久
の
乱
に
際
し
て
、

じ
よ
う
な
ん
や
ぶ
さ
め
れ
つ

後
鳥
羽
上
皇
が
城
南
宮
の
流
鏑
馬
に
か
こ
つ
け
て
畿
内
周
辺
の
武
士
を
召
し

た
時
、
そ
れ
に
応
じ
て
上
洛
し
た
武
士
達
を
表
し
た
列
。
第
四
社
区
域(

中
京

区
・
下
京
区
の
一
部)

が
務
め
ま
す
。

(

12)
藤
原
公
卿
参
朝
列
：
藤
原
氏
の
全
盛
期
で
あ
る
摂
関
期
の
貴
族
が
朝

ふ
じ
わ
ら
く
ぎ
よ
う
さ
ん
ち
よ
う
れ
つ

廷
に
参
る
様
子
を
示
し
た
列
。
第
三
社
区
域(

上
京
区
・
中
京
区
の
一
部)

が
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務
め
ま
す
。

(
13)

平
安
時
代
婦
人
列
：
紫
式
部
・
清
少
納
言
・
小
野
小
町
・
巴
御
前
な

へ
い
あ
ん
じ
　
だ
い
ふ
　
じ
ん
れ
つ

む
ら
さ
き
し
き
ぶ

せ
い
し
よ
う
な
ご
ん

お
の
の
　
こ
　
ま
ち

と
も
え
ご
ぜ
ん

ど
の
列
。
祇
園
甲
部
歌
舞
会
と
先
斗
町
お
茶
屋
組
合
が
一
年
交
替
で
務
め
ま

ぽ
ん
と
ち
よ
う

す
。

(

14)

延
暦
武
官
行
進
列
：
延
暦
二
十(

八
〇
一)

年
に
征
夷
大
将
軍
坂
上
田

え
ん
り
や
く
ぶ
か
ん
こ
う
し
ん
れ
つ

さ
か
の
う
え
の
た

村
麻
呂
が
都
を
出
陣
す
る
様
子
を
表
し
た
列
。
第
二
社
区
域(

北
区
・
左
京
区
・

む
ら
ま
　
ろ
　

上
京
区
・
中
京
区
の
一
部)
が
務
め
ま
す
。

(

15)

延
暦
文
官
参
朝
列
：
延
暦
十
五(

七
九
六)

年
元
日
、
平
安
京
大
極
殿
で

え
ん
り
や
く
ぶ
ん
か
ん
さ
ん
ち
よ
う
れ
つ

行
わ
れ
た
朝
賀
儀
に
参
る
文
官
の
様
子
を
示
し
た
列
。
第
一
社
区
域(

北
区
・

上
京
区
の
一
部)

が
務
め
ま
す
。

(

16)

神
饌
講
社
列
：
行
在
所
祭
・
神
宮
本
殿
祭
に
神
饌
を
献
ず
る
列
。
京

し
ん
せ
ん
こ
う
し
や
れ
つ

都
料
理
組
合
の
有
志
が
務
め
ま
す
。

(

17)

前
列
：
神
幸
列
を
警
備
す
る
列
。

ぜ
ん
れ
つ

第
七
社
区
域(

左
京
区
の
一
部)

が
務
め

ま
す
。

(

18)

神
幸
列
：
桓
武
天
皇
・
孝
明
天

し
ん
こ
う
れ
つ

皇
の
二
基
の
神
輿
と
そ
の
前
駆
を
司
る

神
職
な
ど
で
構
成
。
平
安
神
宮
が
司
り

ま
す
。

(

19)

白
川
女
献
花
列
：
白
川
女
風
俗

し
ら
か
わ
め
　
け
ん
か
　
れ
つ

保
存
会
が
務
め
ま
す
。
昭
和
四
十
三
年

か
ら
加
わ
り
ま
し
た
。

(

20)

弓
箭
組
列
：
神
幸
列
の
後
を
警

き
ゆ
う
せ
ん
ぐ
み
れ
つ

備
す
る
列
。
第
一
回
の
行
列
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
南
桑
田
郡(

現
亀
岡
市)

・

船
井
郡(

八
木
町)

有
志
が
務
め
ま
す
。
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白川女献花列

時代祭行列順路


